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伊
那
市
の
23
年
度
決
算
に
よ
る
と
、

市
債
残
高(

公
営
企
業
会
計
分
を
含
む)

は
、
８
１
１
億
円
（
交
付
税
措
置
さ
れ

る
も
の
あ
り
）
と
な
り
、
現
在
か
ら
将

来
ま
で
の
市
民
の
負
担
が
多
額
に
な
り

ま
す
。

今
、
開
発
公
社
の
解
散
に
と
も
な
う

22
億
近
い
借
金
の
肩
代
わ
り
や
、
合
併

特
例
の
地
方
交
付
税
が
平
成
28
年
か
ら

５
年
間
で
、
段
階
的
に
８
億
５
千
万
円

も
減
ら
さ
れ
る
ほ
か
、
広
域
消
防
署
建

設
費
と
新
ご
み
中
間
処
理
施
設
建
設
の

負
担
金
等
新
た
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

市
は
、
財
政
再
建
の
た
め
と
言
い
、

下
水
道
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
、
介
護

保
険
料
の
値
上
げ
、
各
種
補
助
金
の
切

り
下
げ
な
ど
で
市
民
に
負
担
を
押
し
付

け
て
い
ま
す
。

今
年
は
幹
線
道
路
網
整
備
計
画
の
推

進
で
、
９
月
議
会
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

関
連
予
算
１
千
万
円
が
復
活
し
、
関
連

道
路
改
良
な
ど
も
含
め
る
と
15
億
近
い

予
算
が
必
要
で
す
。
環
状
南
線
は
事
業

費
27
億
５
千
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、

合
併
特
例
債
の
期
限
と
な
る
平
成
32
年

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

道
路
関
連
の
新
た
な
事
業
の
執
行
に

は
、
市
民
へ
の
説
明
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
市
税
収
入
を
増
や
す
た
め
に
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
な

ど
の
市
内
経

済
活
性
化
策

を
進
め
る
事

が
大
切
で
す
。

同
時
に
、

都
市
計
画
の

見
直
し
な
ど

事
業
の
計
画

的
推
進
が
必

要
と
考
え
ま

す
。
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フ
ラ
ン
ス
の
有
力
誌
「
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・

オ
プ
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ゥ
ー
ル
」
が
福
島
原
発

事
故
に
関
し
て
「
最
悪
の
事
故
は
こ
れ
か

ら
起
き
る
」
と
報
じ
、
改
め
て
世
界
の
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
▼
同
誌
は
「
４
号
機

の
水
を
満
た
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
プ
ー
ル
に

は
、
１
５
３
５
本
の
使
用
済
み
燃
料
棒
が
詰
め
込

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
プ
ー
ル
は
、
こ
の
一
年
半
の

間
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
４
号
機
の
建
て
屋
の
高

さ
30
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
屋

根
も
壁
も
な
い
。
た
だ
の
白
い
ビ
ニ
ー
ル
の
防
水

シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
て
い
る
だ
け
だ
。
」
と
現
状
を

報
じ
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
物
理
学
者
ジ
ャ
ン
・
ル
イ
・

バ
デ
ゥ
ヴ
ァ
ン
が
『
ま
る
で
精
神
力
の
み
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
』
か
の
よ
う
に
見
え
る
と
言

う
こ
の
冷
却
用
プ
ー
ル
が
倒
壊
し
た
ら
、
２
０
１

１
年
３
月
の
60
倍
の
規
模
の
事
故
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
な
る
の
だ
」
と
し
、
京
都
大
学
原
子
炉
実

験
所
の
小
出
裕
章
氏
の
『(

放
出
さ
れ
る
放
射
能

は
）
広
島
原
爆
５
０
０
０
発
分
に
な
る
で
し
ょ
う
。
』

と
い
う
予
測
を
紹
介
し
て
い
ま
す(

以
上
要
旨)

▼

そ
う
な
れ
ば
福
島
第
１
原
発
に
は
誰
も
近
寄
れ
ず
、

管
理
不
能
と
な
っ
て
１
か
ら
６
号
全
機
が
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
を
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
世
界
が

「
究
極
の
破
局
」
に
繋
が
る
こ
と
は
確
実
と
多
く

の
科
学
者
は
見
て
い
る
と
い
い
ま
す
▼
こ
の
よ
う

な
現
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
野
田
首
相
は
福
島
原
発

事
故
の
「
終
息
宣
言
」
を
出
し
、
原
発
を
再
稼
働

さ
せ
ま
し
た
。
国
民
的
怒
り
に
押
さ
れ
て
や
っ
と

今
か
ら
四
半
世
紀
後
の
２
０
３
０
年
代
に
脱
原
発

と
い
う
方
針
を
出
し
た
も
の
の
ア
メ
リ
カ
や
財
界
、

自
民
党
な
ど
の
圧
力
で
た
ち
ま
ち
曖
昧
な
も
の
に

後
退
さ
せ
る
有
様
で
す
▼
そ
の
一
方
で
、
領
土
問

題
で
軍
拡
を
あ
お
り
、
消
費
税
大
増
税
や
９
条
改

憲
を
「
決
め
る
政
治
」
へ
と
突
き
進
も
う
と
す
る

危
険
な
政
治
に
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地 蜂

(1）

今
度
こ
そ
議
席
を

「
第
35
回
・
赤
旗
信
州
秋
ま
つ
り
」

に
参
加
。
井
上
さ
と
し
参
院
議
員
、

小
選
挙
区
候
補
の
皆
さ
ん
と
終
日
ご

一
緒
で
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
、

１
年
ぶ
り
に
私
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
、
毎
日
の
よ
う
に
、

北
陸
信
越
５
つ
の
県
で
私
に
寄
せ
ら

れ
た
、
く
ら
し
の
願
い
、
原
発
ゼ
ロ

の
願
い
、
政
治
へ
の
願
い
を
会
場
の

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
し

た
。す

べ
て
に
共
通
す
る
の

は
、
「
こ
の
願
い
に
応
え

ら
れ
る
の
は
、
日
本
共
産

党
し
か
な
い
！
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
「
こ
の
党
の
議
席
を
大

き
く
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
お
力

添
え
を
！
」
と
心
か
ら
訴
え
ま
し
た
。

３
０
０
０
人
を
超
え
る
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
も
の
す
ご
い
パ
ワ
ー

を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

「
今
度
こ
そ
必
ず
議
席
を
！
」
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

衆
議
院
比
例
代
表
予
定
候
補

藤
野
や
す
ふ
み

藤野やすふみ候補（右から３人目）と

三沢よしお５区候補（右端）

市
民
に
は
値
上
げ
な
ど
の
負
担

新
事
業
は
市
民
の

声
を
聞
い
て
か
ら
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Ｎ
Ｅ
Ｃ
住
民
訴
訟
は
、
10
月
15
日
、

長
野
地
裁
で
６
回
目
の
裁
判
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

原
告
団
は
、
被
告
の
小
坂
前
市
長
と

白
鳥
現
市
長
が
市
の
財
産
管
理
を
怠
っ

た
責
任
追
及
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

被
告
を
補
助
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
弁
護
士
と

被
告
側
の
弁
護
士
の
主
張
が
大
き
く
食

い
違
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
裁
判
所
が
小
坂
・
白

鳥
両
氏
を
証
人
と
し
て
呼
び
、
公
正
な

裁
判
を
求
め
る
要
請
署
名
を
市
民
の
み

な
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

10
月
10
日
ま
で
に
集
約
し
15
日
の
裁

判
に
つ
な
げ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
午
後
４
時
45
分
か
ら
の
裁
判
の
傍

聴
参
加
も
訴
え
て
い
ま
す
。

傍
聴
へ
の
バ
ス
は
、
伊
那
市
役
所
駐
車

場
（
西
側
）
、
午
後
２
時
15
分
発
で
す

住
民
が
主
人
公
の
市
政
を
め
ざ
す
「
の
ぞ

み
の
会
」
は
、
共
産
党
の
飯
島
議
員
が
市
議

会
一
般
質
問
で
明
ら
か
に
し
た
過
去
の
伊
那

市
土
地
開
発
公
社
が
お
こ
な
っ
た
土
地
の
現

場
を
８
月
30
日
に
見
学
し
ま
し
た
。

９
月
20
日
、
北
陸
信
越
５
県
の
共
産

党
は
、
総
選
挙
勝
利
に
む
け
て
、
藤
野

や
す
ふ
み
比
例
候
補
、
三
沢
よ
し
お
５

区
候
補
、
地
方
議
員
、
支
部
員
ら
が
一

斉
に
街
頭
や
駅
頭
で
宣
伝
し
ま
し
た
。

伊
那
で
は
、
大
萱
・
中
央
区
・
双
葉

町
・
春
近
大
橋
の
各
信
号
前
で
お
こ
な

い
ま
し
た
。

「
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る
先

頭
に
立
っ
て
い
る
共
産
党
を
総
選
挙
と

来
年
７
月
の
参
院
選
で
勝
た
せ
て
ほ
し

い
」
「
増
税
中
止
を
求
め
る
政
党
を
国

会
で
過
半
数
に
」
な
ど
の
訴
え
に
、
市

民
か
ら
は
「
こ
れ
以
上
の
増
税
は
困
る
」

「
本
当
に
中
止
に
し
て
も
ら
い

た
い
」
「
共
産
党
は
力
を
つ
け

て
く
れ
」

な
ど
の
声

と
、
車
か

ら
は
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン

や
手
を
振

る
な
ど
の

激
励
が
各

地
で
寄
せ

ら
れ
ま
し

た
。

宣伝中の前沢市議（中央）と青年支部員ら

西箕輪や青年支部は毎週宣伝行動しています

増
税
中
止
求
め
る

「
市
民
の
会
」
が

①今から13年前に売買契約書に

違反して、移転登記が完了して

いないのに、土地代金８２９万

円も支払っていた。元市議（故

人・小坂樫男元市長の後援会長）

の土地で、飯島光豊市議の一般

質問後、全額返還されました。

②山林原野なのに、固定資産

税評価額の３００倍以上（７

６０㎡ ７６０万）で取得。

その後、評価額の見直しで、

２万３５６０円になっていま

した。

③現役市議から３９００

万円で取得した２方向が

水路になっている土地。

そのために売れない。

１

２

３

原水爆禁止世界大会報告会
１０月２４日（水）19：
南箕輪村民センター２階会議室

● 原爆パネル展

● 講演 藤森俊希さん

長野県原爆被害者の会会長
日本被団協事務局次長

● 世界大会参加者報告会

主催：上伊那原水協

「原発をゼロに」

さよなら原発デモ
９
月
９
日
、
箕
輪
町
で
行
わ
れ
た

「
さ
よ
な
ら
原
発
上
伊
那
の
会
」
主
催

の
３
回
目
の
デ
モ
。
２
０
０
人
が
参
加
。

子
ど
も
と
高
齢
者
向
け
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
も
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

行進する参加者
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前
号
に
続
い
て
２
・
４
事
件
の
お
き
た
一
九
三

三
年
（
昭
和
八
年
）
前
後
の
共
産
党
と
革
新
勢
力

の
状
況
を
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。

共
産
青
年
同
盟
シ
ン
パ
団
体

伊
那
町
出
身
の
早
大
生
中
村
勝
人
は
昭
和
六
年

三
月
、
郷
里
へ
帰
省
中
に
伊
那
中
学
時
代
の
同
級

生
に
働
き
か
け
、
自
宅
に
集
ま
っ

て
「
共
青
シ
ン
パ
団
体
」
を
結
成

し
、
「
無
産
青
年
」
を
テ
キ
ス
ト

に
読
書
会
や
社
会
科
学
研
究
講
座

な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
「
赤
旗
」

の
回
し
読
み
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

そ
の
メ
ン
バ
ー
は
中
村
勝
人
、

中
村
弥
門
太
、
春
日
清
彦
、
埋
橋

粂
人
、
鹿
野
節
次
郎
、
田
中
政
夫
、

小
林
勝
三
郎
、
蟹
沢
松
雄
、
松
島

左
都
雄
、
松
沢
一
美
、
小
松
盛
人
、
志
村
文
夫
、

清
水
宗
雄
の
十
三
名
で
し
た
。

日
本
反
帝
同
盟

上
伊
那
地
区
委
員
会

昭
和
五
年
の
伊
那
中
事
件

に
連
座
し
て
退
学
処
分
を
受

け
て
い
た
渡
辺
為
好
は
、
昭

和
七
年
に
上
京
し
反
帝
同
盟

本
部
員
と
接
触
、
上
伊
那
に

も
反
帝
同
盟
を
作
ろ
う
と
し

て
、
同
年
八
月
、
武
田
正
治
、
城
倉
芳
平
ら
と
上

伊
那
地
区
準
備
会
の
結
成
を
決
め
、
郡
下
の
文
化

サ
ー
ク
ル
や
全
農
関
係
者
、
伊
那
中
関
係
者
な
ど

に
働
き
か
け
、
原
一
平
も
加
わ
っ
て
反
帝
同
盟
上

伊
那
地
区
委
員
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
農
村
青
年

班
三
班
、
学
生
班
一
班
が
あ
り
、
二
十
三
名
も
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

急
速
に
戦
時
色
が
強
ま
る
困
難
な
な
か
で
、
侵

略
戦
争
反
対
の
運
動
が
ね
ば
り
強
く
続
け
ら
れ
ま

し
た
。
特
高
資
料
に
も
「
執
拗
に
運
動
を
続
け
」

た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
色
救
援
会
長
野
支
部

上
伊
那
地
区

赤
色
救
援
会
長
野
支
部
は

責
任
者
の
西
村
平
一
（
西

箕
輪
）
が
昭
和
五
年
に
逮

捕
さ
れ
て
以
来
、
壊
滅
状

態
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
七

年
、
西
村
と
と
も
に
検
挙

さ
れ
た
埋
橋
千
春
（
富
県
）
、

唐
沢
清
直
（
西
箕
輪
）
が

保
釈
に
な
る
や
、
本
部
と

は
関
係
な
く
赤
色
救
援
会
上
伊
那
地
区
の
名
前
を

使
っ
て
活
動
を
始
め
た
。
地
区
ニ
ュ
ー
ス
を
出
し

た
り
、
主
と
し
て
４
・
16
事
件
の
弾
圧
犠
牲
者
と

そ
の
家
族
の
救
援
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
（
文
中

敬
称
略
）

境
区

有
賀
光
良

【
日
本
反
帝
同
盟
】
１
９
２
９
年
11
月
、
対
支
非

干
渉
同
盟
、
日
本
反
戦
同
盟
か
ら
発
展
し
て
結
成

さ
れ
た
反
戦
と
反
帝
国
主
義
の
運
動
に
取
り
組
ん

だ
団
体
。
全
国
農
民
組
合
や
労
働
組
合
の
全
協
、

中
国
や
朝
鮮
の
留
学
生
も
参
加
。
小
林
多
喜
二
も

こ
こ
で
執
行
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。

伊那谷の
歴史散歩

昭
和
初
期
の
上
伊
那

２
・
４
事
件
の
頃
〈10 〉

恒
例
の
初
秋
の
行
事
「
赤
旗
信

州
秋
ま
つ
り
」
が
９
月
17
日
、
松

本
市
の
や
ま
び
こ
ド
ー
ム
で
開
か

れ
、
全
県
か
ら
三
五
〇
〇
人
が
参

加
し
、
伊
那
市
か
ら
は
八
〇
人
が

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
で
参
加
し
ま
し
た
。

小
池
晃
政
策
委
員
長
や
、
衆
院

予
定
候
補
の
藤
野
や
す
ふ
み
比
例

候
補
、
三
沢
よ
し
お
５
区
候
補
等

か
ら
「
国
民
い
じ
め
の
今
の
ひ
ど

い
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
」
と
の

力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
の
演
芸
や
各
地
の

名
産
品
な
ど
の
出
店
も
行
わ
れ
て

終
日
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

小池晃政策委員長の講演を聴く参加者

悪
質
な
営
業
に
ご
注
意

飯
島
光
豊

あ
る
市
民
か
ら
全
議
員

宛
に
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
下
水
道
未
接
続
の
知
人
宅
で
、

あ
る
業
者
が
、
国
の
下
水
道
法
に
あ
る

罰
金
な
ど
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
た
販
売

促
進
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
、
お
ど
す

よ
う
な
工
事
の
営
業
を
し
て
い
る
と
い

う
も
の
。

す
ぐ
市
の
水
道
部
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
「
全
国
で
も
適
用
事
例
の
な
い
よ

う
な
罰
金
な
ど
で
お
ど
す
よ
う
な
営
業

は
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
業
者
を
集
め
、

説
明
会
を
開
い
た
ば
か
り
だ
と
の
こ
と
。

市
の
条
例
で
も
「
た
だ
し
、
特
別
の
事

情
が
あ
る
と
管
理
者
が
認
め
た
と
き
は
、

そ
の
期
間
を
延
長
し
、
又
は
排
水
設
備

の
設
置
義
務
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
」
（
市
農
集
排
条
例
第
５
条
）
と

あ
る
。

市
は
、
さ
っ
そ
く
、
業
者
を
指
導
し

て
改
善
さ
れ
た
が
、
同
様
の
事
例
が
今

後
起
き
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
営
業
に
あ
っ
た

ら
、
す
ぐ
、
市
役
所
や
市
議
に
通
報
し

て
ほ
し
い
。

市議の窓

反戦を呼びかける共産党の宣伝物

信州秋まつり開かれる
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生
前
葬
を
終
え
て

長
谷

大
出
達
雄

１
９
２
７
年
５
月
生
ま
れ
85
歳
、
私

の
人
生
は
ひ
た
す
ら
前
を
見
て
歩
き
続

け
て
き
た
。

そ
の
間
に
出
会
っ
た
人
は
数
え
切
れ

な
い
が
、
年
賀
状
で
の
つ
な
が
り
は
３

０
０
人
程
い
る
。
と
り
わ
け
現
職
の
時

代
か
ら
地
域
の
子
育
て
運
動
を
通
し
て

関
わ
っ
て
き
た
「
少
年
少
女
セ
ン
タ
ー
」
で
共
に
育
ち
合
っ
た

人
た
ち
は
一
万
を
超
え
る
。

子
ど
も
・
青
年
が
主
人
公
の
自
治
を
基
調
に
し
た
キ
ャ
ン
プ

は
、
自
然
豊
か
な
鹿
嶺
高
原
だ
け
で
も
、
１
９
８
９
年
か
ら
19

回
、
多
い
時
に
は
１
０
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
の
キ
ャ
ン
プ

本
部
長
と
し
て
、
あ
る
面
で
は
命
を
か
け
て
続
け
て
き
た
。
同

時
期
に
浦
の
分
校
を
譲
り
受
け
、
中
学
生
夏
の
学
校
を
開
校
し
、

全
国
か
ら
中
学
生
を
受
け
入
れ
て
も
き
た
。

今
、
新
自
由
主
義
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
と
共
に
、
自

ら
も
励
ま
し
、
残
る
人
生
を
生
き
抜
い
て
い
き
た
い
思
い
を
東

京
セ
ン
タ
ー
に
伝
え
る
と
、
「
生
前
葬
＝
大
出
達
雄
先
生
を
励

ま
す
集
い
」
を
、
去
る
８
月
11
日
に
企
画
し
て
く
れ
た
。
中
尾

座
の
第
１
部
に
は
、
東
京
は
じ
め
地
元
や
全
国
か
ら
の
９
８
名

に
、
鹿
嶺
高
原
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
子
連
れ
の
若
者
５

０
余
名
を
前
に
し
て
、
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。

私
は
こ
れ
を
、
人
生
第
３
の
誕
生
日
（
第
２
は
１
９
４
５
年

８
月
15
日
、
海
軍
航
空
隊
生
き
残
り
）
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

夢
と
ロ
マ
ン
を
追
い
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

随
想

絵手紙
東春近 井口 芳子

☆飯島光豊後援会ゴルフコンペ
９月３０日（日）
エースカントリー倶楽部

連絡先：飯島光豊（☎７２－８４８７）

☆ＮＥＣ住民訴訟第６回裁判
１０月１５日（月）午後４時４５分長野地裁
午後２時１５分市役所西側駐車場発

連絡先：ＮＥＣ問題市民の会

代表 市川（☎７３－２９２８）

☆上伊那医療生協病院健康まつり
１０月２１日（日）１０時～
病院前駐車場

・無料健康チェック、震災支援バザー等

家族揃って楽しめる企画がいっぱいです。

連絡先：組合員センター（☎７９－８７０２）

☆ワークショップ
「あなたがつくる伊那市政その２」

１０月２４日（水）午後７時～
伊那市中央区公民館 会議室

主催：のぞみの会

連絡先：井口（☎７４－５８２６）

☆三峰川周遊ウォーキング
１１月３日（土・文化の日）（雨天中止）
９時榛原河川公園集合

参加費 ３００円 豚汁サービス付き

主催：上伊那医療生協健康づくり委員会

申込先：組合員センター（☎７９－８７０２）

☆上伊那新婦人創立５０周年祝賀会
１１月１１日（日）午前１０時～午後３

時

大芝荘研修センター


